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さらに Luciferase reporter assay や RNA 免疫沈降などによる検討の結果、Reg1
がこれらの mRNA を直接的に分解することが明らかとなった。Reg1 欠損気道
上皮での発現亢進遺伝子と、既報での Reg1欠損ヘルパーT細胞における発現亢
進遺伝子を比較したところ、重複する遺伝子は少なかったが、各々で enrich し
ている Gene Ontology(GO)を比較した結果、多くの GOに重複が認められ、特に
粘膜免疫や感染防御に関連する GO の enrich を認めた。また、AEC-Reg1-cKO
マウスでは緑膿菌刺激の際、コントロールに比して肺での Th17数増多を認める
一方、T 細胞特異的 Regnase-1 欠損マウス(T-Reg1-cKO マウス)の肺では気道上
皮細胞特異的な遺伝子発現の亢進を認めた。さらに致死的な放射線照射を行っ
た AEC-Reg1-cKO マウスないしコントロールマウスに T-Reg1-cKO マウス由来
骨髄を移入したところ、前者で肺の形質細胞数に有意な増多を認めた。以上の























  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成 30年 9月 21日実施の論文内容とそれに関連
した試問を受け、合格と認められたものである。 
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